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男
女

計
世
 

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。
 

ンンホルマーク 

市
連
合
P
T
A
と
市
教
育
委

員
会
共
催
の
 
「親
子
凧
づ
く
り

教
室
」
が
一
月
九
・
十
の
両
日
、
 

市
民
文
化
会
館
で
開
か
れ
、
冬

休
み
中
の
子
供
た
ち
が
父
母
と

一
緒
に
凧
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
 

こ
れ
は
、
市
青
少
年
健
全
育

成
P
T
A
活
動
事
業
の

一
環
と

し
て
毎
年
開
い
て
い
る
も
の
で
、
 

こ
の
日
は
約
百
人
の
親
子
が
参

加
し
ま
し
た
。
 

尾
崎
四
楼
弘
前
由
血
〈高
校
教

諭
の
指
導
で
、
下
絵
書
き
か
ら

色
塗
り
、
裏
張
り
、
骨
張
り
、
 

糸
つ
け
と
一
百
が
か
り
で
、
自

分
だ
け
の
凧
を
作
り
ま
し
た
。
 

凧づく りに励む参加者 

平成 4年 
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毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ

い
。
き
っ
と
お
役
に
也
ち
ま
す
。

りに励む参加者

ド巾述
A
n
P
T
A
と
い
巾
教
育
委

員
会
共
催
の

「組
子
凧
P

つ
く
り

教
室
」
が

一
月
九

・
卜
の
両
H
、

市
民
文
化
会
館
で
聞
か
れ
、
冬

休
み
中
の
子
供
た
ち
が
父
母
と

一
的
に
凧
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
市
青
少
年
健
全
育

成

P
T
A
活
動
事
業
の

一
環
と

し
で
毎
年
聞
い
て
い
る
も
の
で
、

こ
の
日
は
約
百
人
の
親
子
が
参

加
し
ま
し
た
。

尾
崎
四
楼
弘
前
中
央
高
校
教

諭
の
指
導
で
、
下
絵
3
き
か
ら

色
塗
り
、
哀
張
り
、
什
帰
り
、

糸
づ
け
と
二
円
が
か
り
で
、
自

分
だ
け
の
凧
を
作
り
ま
し
た
。

凧づく

前月比

!iI3 23 ，680 (ー37) 

女 26 ，409 'i (-28) 

計 50 ，089 (-65) 

世情数 16 ，428 (-32) 

(1U-!31円ヰUE住民基本台帳)
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竜飛精工有限会社 
五所川原工場社員募集．ノ 

プラスチック用金型加エ
未経験者及び技術者 

職 	名 人 員 年 齢 学 歴 
基本給 

（含皆勤手当） 

工 場 管 理 職 
男子 
1名 

35歳 
まで 

高卒 
以上 

25万～ 
35万 

NC フ ライ ス 
男子 
1名 

18歳 
から 

高卒 
以上 

14.5万～ 

NCプログラム 
男子 
1名 

18歳 
から 

高卒 
以上 

14.5万～ 

NC 放電加工
ワイャ一カット放電 

男子 
2名 

8
  
歳
か
 

ら
  

高卒 
以上 

14.5万～ 

金 型 設 計 
男子 
2名 

18歳 
から 

高卒 
以上 

14. 515-. 

・皆勤、家族、住宅手当，退職金制度等あり。 

・健保．厚生、雇用、労災保険あり。 

・東京本社にて2-3年以内の研修あり。 

・昇給年 1回．賞与年 2回。（過去 3年間の実績4 -5カ月） 

・業績により別途決算手当てあり。 

（過去3年間の実績あり） 

・慰安旅行 年 1回。 

・勤務時間 酬8 】 3O--PM 5 】 15 

・休日休暇 日曜祝日、上曜月 2回、夏期、年末年始あり、 

＊当 Ii場は将来．現地法人にするため、 工場内部より社

長， 工場長等を選任の予定です二 

＊ご希望の方は、履歴書を五所川原公共職業安定所へ持

参の E，安定所より紹介状をいただき、市総務部 Ii業
振興対策室（内線290）へ、提出してください。なお、 

面接日と面接場所は、おって会社から． ご連絡いたし

ます。 

き
く
貢
献
し
て
い
た
だ
け
る
も

の
と
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
あ

い
さ
「
、
こ
れ
に
対
し
て
中
村

代
表
取
締
役
は
「
地
域
振
興
に

少
し
で
も
役
立
て
ば
と
思
っ
て

お
り
、
工
場
立
地
に
当
た
り
地

元
の
ご
指
導
を
お
願
い
し
た
い
」
 

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
 

同
社
は
、
市
内
金
山
地
区
に

約
四
千
平
方
冒
の
用
地
を
取
得
 

調
印
式
に
は
『
中
村
代
表
取

締
役
、
山
崎
毅
県
企
業
立
地
課

長
、
佐
々
木
市
長
、
小
山
内
助

役
、
福
土
収
入
役
、
泉
谷
市
議

会
議
長
ら
十
一
人
が
出
席
し
ま

し
た
ロ
 

佐
々
木
市
長
は
「
竜
飛
精
工

の
進
出
で
市
の
誘
致
企
業
も
一
一

十
社
目
と
な
り
ま
す
。
同
社
の

進
出
で
地
域
経
済
の
発
展
に
大
 

当
市
に
第
一
一
十番
目
の
誘
致
企
業
と
し
て
、
精
密
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
成
形
用
金
型
製
造
メ

ー
力
ー
で
あ
る
竜
飛
精
工
向
（
本
社

東
京
都
府
中
市
、
中
村
満
代
表
取
締
役
）
の

進
出
が
決
ま
り

一

月
十
六
日
、
エ
場
立
地
基
本
協
定
の
調
印
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

場立地墓本協定 

調印後握手を交わす佐々木市長（右）、 中村

代表取締役（中）、 山崎県企業立二士也課長（左） 

や
し
た
い
考
え
で
す
。
 

し
、
平
成
六
年
か
ら

操
業
を
開

始
す
る
予
定
で
、
当
初
は
男
子

を
中
心
に
十

二
人
の
従
業
員
を

採
用
、
年
間
製
造
出
荷
額
は
一

億
四
千
四
百

万
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
 

二
年
後
に
は
そ
れ
ぞ
れ
三
十

五
人
、
四
億
八
千
万
円
ま
で
増
 

平成 4 年（1992年）2 月1日 
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精密プラスチック成形用金型製造メー力二ご‘ 

竜飛精工(IA)の進出決定 

 

(第752号:)@広報ごしょがわら

精密プラ?文子ック成形用金型製造

意飛精亙(有)の進出決

平成4年(1992年)2月1日

当
市
に
第
二
十
番
目
の
誘
致
企
業
と
し
て
、
精
密
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
成
形
用
金
型
製
造
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
竜
飛
精
工
帰

(
本
社

東
京
都
府
中
市
、
中
村
満
代
表
取
締
役
)
の
進
出
が
決
ま
り
一

月
十
六
日
、
工
場
立
地
基
本
協
定
の
調
印
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

調
印
式
に
は
'
小
村
代
ぷ
取

締
役
、

山
崎
毅
川
町
企
業
LU
地
課

長
、
佐
守
本
山
長
、
小
山
内
助

役
、
一
山
川
上
収
入
役
、
'
渋
川
什
市
議

会
議
長
ら
ト

一
人
が
川
席
し
ま

し
た
。佐
々
木
山
長
は

「也
持
品
[

の
進
川
で
ト巾
の
誘
致
企
業
も
A

-

十
社

H
と
な
り
ま
す
。
同
社
の

遊
山
で
地
域
経
済
の
強
川崎にトヘ

定協本基地

き
く
氏
献
し
て
い
た
だ
け
る
も

の
と
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
、
こ
れ
に
対
し
て
中
村

代
表
取
締
役
は

「地
域
振
興
に

少
し
で
も
役
立
て
ば
と
忠
っ
て

お
り
、
に
場
L
U
地
に
百
た
り
地

心
の
ご
指
呼
を
お
願
い
し
た
い
」

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

同
社
は
.
市
内
金
山
地
区
に

約
問
下
半
ぃ
刀
打
の
用
地
を
取
得

し
、
平
成
」
八
年
か
ら
操
業
を
開

始
す
る
予
定
で
、
当
初
は
男
子

を
中
心
に
十
三
人
の
従
業
員
を

採
用
、
年
間
製
造
出
侍
傾
は

一

億
四
千
四
何
万
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
二
午
後
に
は
そ
れ
ぞ
れ
-二十

丘
人
、
四
億
八
千
万
円
ま
で
増

や
し
た
い
身
え
で
す
。

揚え

調印後握手を交わす佐々木市長(右 上 中村

代表取締役〈中 〉、 山崎県企業立地課長(左〉

つ-持効、家族.11:'七下、円 、jlさ職金;liIJI4r̂!辛あり

・1佐保、 I'，Jソ|三、IHf刷、 'I';災保険あ り"

・;RJ;(-1<:FJにて 2~3{1'以内の研修あり

• yl給"1'.11"1.i't Ij.{['. 21"1 (過去 3"ドI: :J の'友.結 1~5 ヵ )J )

.業組により別i会決rn三、liてあり
(過去3"1'11りのた争点あり)

竜飛精工有限会社
五所川原工場社員募集/
プラスチック用金型加工
未経験者及び技術者

*にご川一品

参の 1:ι二二‘ ，安交}定主臼!川リ好d:り車縦紺I日{介状をいただき、 l山i打[総t傍芳f却f刊部|日1I仁;業 l 
t阪h反d肘興l主対l:策符宅 (1外内人刈l卒線!泉n泊90ω)へ、 t促芯i川1'，してください なお、 | 

I(ri十友1Iと11M度以J貯は、おって会社から. 工連絡いたし i 
ま寸ー ! 

fド11"1， 

1M 8 : 30~ I'M 5 : 15 

I I II/~ 祝日、 1:1110 1 21"1、反1側、 ij'._，j.くq:.始あり

. ~:it 't刊誌h

. IjijJf刻l年1::1

. (，1.:11(.ノド11阪

I);MI人!日11主り社牢 叶i1);弘ーは将;K. J'jI_J也法人にするため、

長 1'.場長t・2を選任の hiごで寸

年齢 ?経
JJ;4本給

1被 名 人以
(合符勤手百)

男子 354主 fJe，rl，tfA - 25)J~ 
l~ .I-J_d ~: ~翌月曜

1名 まで 以 l二 35万

リjイー 18h主 長、年
14. 5 Ji~ N Cフライス

1 t， カミら 以 上

g)( 1 8~主 [，主尽
14 .5)j~ NCプログラム

l名 台、C士 以上

N C牧'i{j:1m [ ~)(， 18歳 高λ;A
1 L 5)j~ 

ワイヤーカソ卜Jh，江 21， から 以 l

l)Jf- 18様 ，: ~ "i生
14 ， 5 )j~ イ任 l¥!i ，(ル

カミら 1.;1.1'. IUt 2才1



（第752号） 広報ごしょがわら 

譲 

③平成 4 年（1992年）2 月1日 

屯証）誓いを述へる成田巧 

盛fぐ 
21世紀を担う20歳の若者たち 

m
人
が
大
人
の
仲
間
入
り
 

平
成
四
年
の
成
人
式
が

一
月

十
五
日
、
市
中
央
公
民
館
に
約

四
百
二
十
人
の
新
成
人
と
佐
々

木
市
長
を
は
じ
め
来
賓
ら
が
出

席
し
て
行
わ
れ
、
新
し
い
成
人

の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。
 

今
年
市
で
成
人
を
迎
え
た
の

は
、
昭
和
四
十
六
年
四
月
二
日

か
ら
同
四
十
七
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
六
百
十
八
人
 

（男
二
百
七
十
七
人
、
女
三
百

四
十
一
人
）
で
す
。
 

は
じ
め
に
佐
々
木
市
長
が
、
 

「皆
さ
ん
の
今
日
の
輝
か
し
い

栄
え
あ
る
門
出
を
衷
心
よ
り
お

祝
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
 

一
『真
に
豊
か
な
都
市
づ
く
り
』
 

に
力
添
え
を
い
た
だ
き
た
い
」
 

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
新
成
人
と
な
っ
 
 

た
太
田
友
加
さ
ん
（
湊
）
、工
藤

祐
輔
さ
ん
（
小
曲
）
、鳴
海
靖
子

さ
ん

（
飯
詰）
の
三
人
が
 
「は

た
ち
の
主
張
」
を
発
表
し
、
阿

部
祥
吾
市
教
育
委
員
長
が
新
成

人
代
表
の
畑
山
由
佳
子
さ
ん
に

記
念
品
の
ア
ル
バ
ム
を
贈
り
ま

し
た
。
 

次
い
で
泉
谷
正
志
市
議
会
議

長
、
太
田
一
男
市
青
年
団
協
議

会
長
が
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
述

べ
た
後
、
成
人
代
表
の
成
田
巧

さ
ん
（
松
野
木
）
が
「私
達
は
、
 

一
干
一
世
紀
に
向
け
て
自
分
達

の
幸
福
を
求
め
る
だ
け
で
な
く
、
 

世
界
的
な
視
野
に
立
ち
、
社
会

人
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
努

力
し
ま
す
」
と
誓
い
を
述
べ
ま

し
た
。
 

ま
た
、
式
で
は
漆
川
獅
子
踊

保
存
会
に
よ
る
祝
舞
が
行
わ
れ
 

馨
 

ま
し
た
。
 

(第752号)広報ごしょがわら(診 平成4年(1992年)2月1日

m人
が
大
人
の
仲
間
入
り

平
成
同
年
の
成
人
式
が

一
円

十
五
円
、
市
中
央
公
民
館
に
約

同
行
て
卜
人
の
新
成
人
と
佐
々

木
市
長
を
は
じ
め
来
賓
ら
が
出

席
し
て
行
わ
れ
、
新
し
い
成
人

の
門山山
を
祝
い
ま
し
た
。

今
年
市
で
成
人
を
迎
え
た
の

は
、
昭
和
問
卜
六
年
四
月
ニ
ー

か
ら
同
問
ト
七
年
同
月

一
円
ま

で
に
全
ま
れ
た
六
丙
十
八
人

(男
二
百
七
十
七
人
、
女
三
百

同
十

一
人
)
で
す
。

は
じ
め
に
佐
々
木
市
長
が
、

「背
さ
ん
の
今
日
の
怖
か
し
い

栄
え
あ
る
門
山
を
点
心
よ
り
お

祝
い
巾
し
し
し
げ
る
と
と
も
に
、

‘『
内
〈に
豊
か
な
都
市
守
つ
く
り
』

に
力
添
え
を
い
た
だ
き
た
い
」

と
式
昨
を
述
べ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
新
成
人
と
な
っ

2 1世紀を担う20歳の若者たち

た
太
田
友
加
さ
ん

(涜
)、
て
雌

祐
附
さ
ん

(小
山
可
鳴
海
荊
子

さ
ん

(飯
計
)
の
三
人
が
「
は

た
ち
の
、
巨
張
」
を
発
表
し
、
阿

部
伴

ι川
市
教
育
委
日
長
が
新
成

人
代
点
の
畑
山
由
佳
子
さ
ん
に

記
念
品
の
ア
ル
バ
ム
を
贈
り
ま

し
た
。

次
い
で
泉
谷
正
志
市
議
会
議

長
、
太
山

一
回
刀
↑
巾
ド
げ
年
同
協
議

会
長
が
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
述

べ
た
後
、
成
人
代
表
の
成
問
巧

さ
ん

(訟
肝
木
)
が
「
私
達
は
、

一一
卜
ぷ
肌
紀
に
向
け
て
向
分
注

の
宰
相
を
求
め
る
だ
け
で
な
く
、

川
界
的
な
視
肝
に
収
ち
、
社
会

人
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
努

力
し
ま
す
」
と
汚
い
を
述
べ
ま

し
た
。また
、
式
で
は
漆
川
獅
子
踊

保
作
会
に
よ
る
祝
舞
が
行
わ
れ



本
日
は
、
私
達
の
た
め
に
こ

の
様
な
盛
大
な
式
典
を
開
催
し

て
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ぎ

い
ま
す
。
 

今
、
こ
の
場
に
参
加
さ
れ
て

い
る
皆
様
は
、
喜
び
と
期
待
に
 

満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
そ
し
て
、
今
日
ま
で
の

二
十
年
と
い
う
長
い
間
、
私
達

の
成
長
を
ひ
た
す
ら
暖
か
く
見

守
っ
て
き
て
く
れ
た
両
親
を
は

じ
め
と
し
、
多
く
の
方
々
も
祝

福
し
て
い
る
事
か
と
思
い
ま
す
。
 

私
達
は
、
今
日
の
感
激
を

一
生

忘
れ
る
事
な
く
、
こ
れ
か
ら
の

励
み
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

さ
て
、
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
中
学

・
高
校
と
六
年
間

を
通
し
て
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競

技
に
夢
中
で
励
ん
で
き
ま
し
た
。
 
 特

に
、
私
の
や
っ
て
き
た
バ
レ
 

ー
ボ
ー
ル
競
技
は
、
団
体
競
技

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
自
分

勝
手
な
行
動
は
許
さ
れ
ず
、
毎

日
続
く
厳
し
い
練
習
に
涙
を
流

し
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、
 

あ
る
時
は
、
挫
折
し
何
度
や
め

た
い
と
思
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
 

し
か
し
、
指
導
し
て
く
れ
た
方

々
や
、
友
人
、
そ
し
て
両
親
に

励
ま
さ
れ
、
な
ん
と
か
が
ん
ば

っ
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
私
が

得
た
も
の
は
、
最
後
ま
で
や
り

通
す
気
力
と
根
性
だ
と
思
い
ま

す
。
 

私
は
今
現
在
、
働
い
て
い
る

わ
け
で
す
が
、
つ
ら
い
事
、
い

や
な
事
、
た
い
へ
ん
な
事
、
さ

ま
ざ
ま
な
苦
労
が
あ
り
ま
す
が
、
 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
し
て
自
分
 
 

が
得
た
も
の
は
、
こ
の
よ
う
な

と
こ
ろ
で
と
て
も
役
立
っ
て
い

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

卒
業
し
て
か
ら
今
ま
で
、
 一

人
の
社
会
人
と
し
て
何
の
意
識

も
せ
ず
、
何
気
な
く
日
々
を
お

く
っ
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
一
一

十
歳
を
迎
え
た
今
、
大
人
と
し

て
の
自
覚
は
な
い
も
の
の
、
今

日
の
こ
の
日
を
忘
れ
ず
に
、
幅

広
い
視
野
に
立
っ
て
物
事
を
見

つ
め
、
豊
か
な
心
を
も
ち
、
こ

れ
か
ら
の
時
代
を
背
負
う
社
会

人
と
し
て
、
人
に
す
ぐ
頼
る
の

で
は
な
く
、
自
立
す
る
気
持
ち
 

を
も
ち
、

一
つ
ひ
と
「
白
分
の

道
を
切
り
開
い
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

成
人
を
迎
え
る
に
つ
き
、
A
7
 

日
は
こ
の
様
な
成
人
式
を
開
催

し
て
項
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
五
所
川
原
市
長

を
は
じ
め
、
関
係
者
の
皆
様
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
 

た
、
今
日
ま
で
苦
労
し
て
私
達

を
育
て
て
く
れ
た
両
親
、
社
会

に
対
し
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
 

今
、
私
は
こ
の
式
典
に
参
加
し
、
 

新
鮮
な
緊
張
感
と
希
望
に
満
ち

あ
ふ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

現
在
、
私
は
津
軽
東
芝
音
響

株
式
会
社
に
勤
務
し
、
パ
ソ
コ

ン
の
製
造
に
従
事
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
会
社
の
バ
レ
ー
ボ
 

ー
ル
部
に
所
属
し
、
昨
年
は
全

国
大
会
に
県
代
表
と
し
て
出
場

し
ま
し
た
。
 

高
校
卒
業
後
、
と
て
も
充
実
 
 

し
た
二
年
間
で
し
た
が
、
時
に

は
つ
ら
い
事
、
苦
し
い
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
度
に
、
良

き
先
輩
、
親
友
、
恩
師
に
支
え

ら
れ
、
導
か
れ
て
き
ま
し
た
。
 

そ
し
て
、
中
学
時
代
か
ら
続
け
 

て
き
た
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
し
て

得
た
も
の
が
今
の
自
分
に
は
大

変
役
に
立
っ
て
い
る
と
思
う
の

で
す
。
 

例
え
ば
、
職
場
で
の
団
体
生

活
に
必
要
な
協
調
性
や
仕
事
で

の
集
中
力
で
す
。
団
体
ス
ポ

ー
 

ツ
は
、
 一
人
ひ
と
り
が
自
分
勝

手
な
プ
レ
ー
を
し
て
い
れ
ば
絶
 
 

対
い
い
試
合
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

私
の
好
き
な
言
葉
に
 
「一
人
は

皆
の
た
め
に
、
皆
は
一
人
の
た

め
に
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
が
、
団
体
ス
ポ
ー
ツ
は
ま
さ

に
こ
の
言
葉
に
尽
き
る
と
思
い

ま
す
。
 

「」
れ
から
先
、
何
度
も
何
度

も
大
き
な
壁
に
ぶ
つ
か
り
、
苦

し
い
事
や
く
や
し
い
事
が
あ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
で
も
、
今
ま

で
ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
て
体
得
し

た
も
の
に
よ
っ
て
、
き
っ
と
乗

り
越
え
ら
れ
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。
 

今
ま
で
、
先
輩
や
職
場
の
皆

さ
ん
に
手
助
け
さ
れ
な
が
ら
社

会
の
一
員
と
し
て
き
ま
し
た
が
、
 

今
日
こ
の
感
動
を
胸
に
刻
み
、
 

生
涯
成
人
と
し
て
の
責
任
と
自

覚
を
持
ち
、
会
社
や
生
ま
れ
育

っ
た
郷
土
の
発
展
に
尽
く
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
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太田友加さん 

（ 湊 ） 

工藤祐輔さん 

（小 曲） 

成
人

式
を

迎
え
％
て
 

f
 

一
 

五
所
川
原
市
農
業
協
同
組
合
勤
務
 

 

は
だ

ち
の
主

張
 
「
響
 

津
軽
東
芝
音

響
囲
勤
務
 

,
 

,
 

(第752号)④

が
得
た
も
の
は
、
こ
の
よ
う
な

と
こ
ろ
で
と
て
も
役
な

っ
て
い

る
と
思

っ
て
い
ま
す
。

卒
業
し
て
か
ら
今
ま
で
、

一

人
の
社
会
人
と
し
て
何
の
意
識

も
せ
ず
、
何
気
な
く
日
々
を
お

く
つ
て
き
た
わ
け
で
す
が
、

二

ト
歳
を
迎
え
た
今
、
大
人
と
し

て
の
自
覚
は
な
い
も
の
の
、
今

本

日

は

、

私

達

の

た

め

に

こ

円

の

こ

の

日

を

忘

れ

ず

に

、

幅

の
様
な
盛
大
な
式
典
を
開

催

し

広

い

視

野

に

立

っ
て
物
事
を
見

て

頂

き

誠

に

あ

り

が

と

う

ご

ざ

つ

め

、

笠

か

な

心

を

も

ち

、
こ

い
ま
す
。

れ
か
ら
の
時
代
を
背
負
う
社
会

今

、

こ

の

場

に

参

加

さ

れ

て

人

と

し

て

、
人
に
す
ぐ
頗
る
の

い

る

皆

様

は

、

喜

び

と

期

待

に

で

は

な

く

、

自

立

す

る

気

持

ち

に成
人
式
を
迎
一死
一七
一一rMm
民
川

パ
ン
+
主

%
以出

五
所
川
原
u

市
農
業
協
同
組
合
勤
務
b

満
ち
あ
ふ
れ
で
い
る
こ
と
で
し
あ
る
時
は
、
地
折
し
何
度
や
め
を
も
ち
、

一つ
ひ
と
つ
自
分
の

よ
う
。
そ
し
て
、
今
日
ま
で
の
た
い
と
思
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

道
を
切
り
開
い
て
い
き
た
い
と

一一
卜
年
と
い
う
長
い
問
、
私
達
し
か
し
、
指
導
し
て
く
れ
た
方
思

っ
て
お
り
ま
す
。

の
成
長
を
ひ
た
す
ら
嵯
か
く
見
々
や
、
友
人
、
そ
し
て
両
親
に

守
っ
て
き
て
く
れ
た
両
親
を
は

励
ま
さ
れ
、
な
ん
と
か
が
ん
ば

じ
め
と
し
、
多
く
の
方
々
も
祝
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
私
が

相
し
で
い
る
事
か
と
思
い
ま
す
。

得
た
も
の
は
、
最
後
ま
で
や
り

私
達
は
、
今
日
の
感
激
を

一
生
通
す
気
力
と
恨
性
だ
と
思
い
ま

忘
れ
る
事
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
す
。

励
み
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
今
現
在
、
働
い
て
い
る

さ
で
、
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
わ
け
で
す
が
、

つ
ら
い
事
、
い

す
が
、
中
学
・
高
校
と
六
年
間

ゃ
な
事、

た
い
へ
ん
な
事
、
さ

を
通
し
て
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル

競

ま

ざ
ま
な
汗
労
が
あ
り
ま
す
が
、

技
に
夢
中
で
励
ん
で
き
ま
し
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
し
て
自
分

太田友加 さん

(湊)

広報ごしょがわら

特
に
、
私
の
や

っ
て
き
た
バ

レ

ー
ボ
ー
ル
競
技
は
、
団
体
競
技

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
自
分

勝
予
な
行
動
は
汗
さ
れ
ず
、
毎

日
続
く
厳
し
い
練
胃
に
涙
を
流

し
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
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し
た
二
年
間
で
し
た
が
、
時
に

は
つ
ら
い
事
、
苦
し
い
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
度
に
、
良

き
先
輩
、
親
友
、
恩
師
に
支
え

ら
れ
、
導
か
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
中
学
時
代
か
ら
続
け
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た
、
今
日
ま
で
苦
労
し
て
私
達
で
き
た
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
し
て
今
ま
で
、
先
輩
や
職
場
の
皆

を
育
て
て
く
れ
た
両
親
、
社
会
得
た
も
の
が
今
の
自
分
に
は
大
さ
ん
に
手
助
け
さ
れ
な
が
ら
社

に
対
し
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
変
役
に
立
っ
て
い
る
と
思
う
の
会
の
一
員
と
し
て
き
ま
し
た
が
、

今

、

私

は

こ

の

式

典

に

参

加

し

、

で

す

。

今

日

こ

の

感

動

を

胸

に

刻

み

、

新
鮮
な
緊
張
感
と
希
望
に
満
ち

例
え
ば
、
職
場
で
の
団
体
生
生
涯
成
人
と
し
て
の
責
任
と
自

あ
ふ
れ
で
お
り
ま
す
。
活
に
必
要
な
協
調
性
や
仕
事
で
党
を
持
ち
、
会
社
や
生
ま
れ
育

現
在
、
私
は
津
軽
東
芝
音
響
の
集
中
力
で
す
。
団
体
ス
ポ
l

っ
た
郷
土
の
発
展
に
尽
く
し
た

株
式
会
社
に
勤
務
し
、

パ

ソ

コ

ツ

は

、

一
人
ひ
と
り
が
自
分
勝
い
と
思
い
ま
す
。

ン
の
製
造
に
従
事
し
て
お
り
ま
手
な
プ
レ
ー
を
し
て
い
れ
ば
絶

す
。
ま
た
、
会
社
の
バ
レ

l
ボ

ー
ル
剖
に
所
属
し
、
昨
年
は
全

国
大
会
に
県
代
表
と
し
て
出
場

し
ま
し
た
。

高
校
卒
業
後
、
と
て
も
充
実

成
人
を
迎
え
る
に
つ
き
、
今

日
は
こ
の
様
な
成
人
式
を
開
催

し
て
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
五
所
川
原
市
長

を
は
じ
め
、
関
係
者
の
皆
様
に

厚
く
御
礼
申
し
と
げ
ま
す
。
ま

工藤祐輔さん

(小曲)

対
い
い
試
合
は
で
き
ま
せ
ん
。

私
の
好
き
な
一
言
葉
に
「

一
人
は

皆
の
た
め
に
、
皆
は

一
人
の
た

め
に
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
が
、
団
体
ス
ポ
ー
ツ
は
ま
さ

に
こ
の
言
葉
に
尽
き
る
と
思
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
先
、
何
度
も
何
度

も
大
き
な
壁
に
ぶ
つ
か
り
、
苦

し
い
事
や
く
や
し
い
事
が
あ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
で
も
、
今
ま

で
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
体
得
し

た
も
の
に
よ
っ
て
、
き
っ
と
乗

り
越
え
ら
れ
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

.ー一.、:一・，・
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三
道
会
館
で
 

開

き
 

成
人
式
を

迎
え

て
 

東
北
女
子
短

期
大
学
 
一
年
生
 

,
 

本
H
は
、
私
達
の
た
め
に
こ

の
様
な
盛
大
な
成
人
式
を
開
催

し
て
頂
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
と
て
も
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。
 

今
日
の
成
人
式
を
迎
え
る
こ
 

と
に
よ
っ
て
、
真
の
大
人
と
し

て
社
会
の
一
員
に
な
る
わ
け
で

す
が
、
こ
の
中
に
は
既
に
実
社

会
に
お
い
て
仕
事
に
励
ん
で
い

る
人
、
大
学
な
ど
で
勉
強
し
て

い
る
人
、様
々
だ
と
思
い
ま
す
。
 

私
達
は
、
温
か
い
愛
情
を
受
け

て
成
長
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
、
 

情
熱
と
行
動
力
で
頑
張
っ
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

さ
て
、
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
子
供
が
好
き
で
小
さ
い

頃
か
ら
保
母
に
な
る
の
が
夢
で
、
 

短
大
の
保
育
科
に
人
学
し
保
母
 

》
 

の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
保
母

だ
か
ら
子
供
と
遊
ん
で
い
れ
ば

い
い
の
だ
と
思
い
、
勉
強
も
案

外
楽
だ
ろ
う
と
田や
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
 一
年
目
は
理
論
ば
か

り
で
と
て
も
大
変
で
し
た
。
 

高
校
の
時
、
音
楽
の
授
業
が

な
か
っ
た
た
め
、
音
楽
に
は
と

て
も
苦
労
し
ま
し
た
。
作
品
、
 

レ
ポ
ー
ト
提
出
、
劇
な
ど
の
練

習
で
毎
目
が
目
ま
ぐ
る
し
く
過

ぎ
て
い
き
、
白
分
に
イ
ラ
イ
ー
フ

し
涙
を
流
し
た
事
も
あ
り
ま
し

た
。
あ
る
時
は
、
挫
折
L
や
め

た
い
と
何
度
思
っ
た
事
で
し
ょ

う
。
そ
の
度
に
、
親
友
に
励
ま

さ
れ
た
り
し
ま
し
た
。
そ
ん
な

私
に
両
親
は
こ
う
り
っ
て
く
れ

ま
し
た
。「白
分
で
保
母
に
な
り

た
く
て
人
っ
た
ん
だ
し
、
好
き
 
 

な
職
に
つ
け
る
ん
だ
か
ら
、
つ

ら
く
て
も
自
分
の
た
め
に
な
る

か
ら
が
ん
ば
れ
」
 
と
。私
は
、
 

目
が
覚
め
ま
し
た
0
い
そ
が
し

い
現
実
か
ら
目
を
そ
む
け
て
い

た
の
で
し
ょ
う
。
 

二
年
に
な
り
、
理
論
よ
り
実

習
の
方
が
多
く
な
り
、
実
習
先

の
子
供
達
は
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ

せ
て
「
先
生
、
先
生
」
 
と
私の

所
に
来
て
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。
 

保
育
園

・
幼
稚
園
に
そ
れ
ぞ

れ
三
週
間
と
短
か
い
実
習
で
し

た
が
、
学
校
で
は
学
べ
な
い
事
 
 

を
い
ろ
い
ろ
学
べ
た
し
、
逆
に

子
供
達
か
ら
学
ん
だ
り
、
と
て

も
い
い
体
験

・
勉
強
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。
 

春
か
ら
保
母
職
に
つ
く
の
で

す
が
、
い
つ
ま
で
も
子
供
達
か

ら
好
か
れ
る
よ
う
な
立
派
な
保

育
者
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
 

ま
だ
学
生
で
、
社
会
の
厳
し

さ
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
二
十
歳

を
迎
え
た
今
、
ま
だ
ま
だ
大
人

と
し
て
の
白
覚
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、今
日
の
よ
き
日
を
忘
れ
ず
、
 

二
十
一
世
紀
を
背
負
う
社
会
人

と
し
て
、
責
任
と
白
覚
を
持
っ

て
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
歩
ん
で

行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

三
道
（
柔
道

・
剣
道
・
弓
道
）
 

の
鏡
開
き
が
，
月
十
．
げ
、
市

ウ
1
道
会
館
で
行
わ
れ
、
子
供

を
中
心
に
約
百
五
十
人
が
今
年

の
精
進
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。
 

初
め
に
、
今
年
の
L
達
と
無

事
を
祈
っ
て
神
事
が
行
わ
れ
、
 

神
E
の
お
は
ら
い
を
受
け
た
あ

と
、
弓
道
の
特
別
演
武
が
行
わ
 
 

れ
ま
し
た
。
 

続
い
て
、
各
道
場
に
分
か
れ

て
初
げ
い
こ
。
剣
道
場
で
は
、
 

子
供
た
ち
が
寒
さ
を
も
の
と
も

せ
ず
、
気
合
い
を
込
め
て
竹
刀

を
振
っ
て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
全
員
で
作
り
た

て
の
お
汁
粉
に
舌
鼓
を
打
っ
て

い
ま
し
た
。
 

鳴海靖子さん 

（飯 詰） 

 

漆川獅子踊保存会による祝舞 

 

弓道の特別演武を行う尾崎明大3段 

(第752号)

本
日
は
、
引
払
述
の
た
め
に
こ

の
慌
な
椛
大
な
成
人
式
売
間
保

し
て
明
き
ま
し
て
減
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
と
て
も
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。

A
ノ
什
の
成
人
式
を
迎
え
る
こ

成
人
式
を
迎
え
て

東
北
女
子
短
期
大
学
二
年
生

出
校
の
時、

ι
日
裂
の
ほ
業
か

な
か
1

た
た
め
、
山
梨

γ
リ山レ
ζ

て
・9h
山
労
し
ま
し
た

作
品
、

レ
ホ

l
卜
出
川
、
刷
な
と
の
純

一円で
何
日
が
什
ま
く
る
し
く
過

ぎ
て

い
当
、
'H
分
に
イ
ラ
イ
ラ

し一
以
存
流
し
た
ト山け
も
あ
り
ま
し

た

あ

る

時
は
、
開
折
L

Q
め

た
い
と
川
度
思

っ
た
引
で
し
1

3

そ
の
ほ
に
、
税
反
に
励
ま

さ
れ
た
り
し
ま
し
た
c

そ
ん
な

紅
に
州
観
は
こ
う

い
っ
て
く
れ

ま
し
た
一
「
山
分
で
山
川
に
な
り

た
く
て
人
ー
た
ん
だ
し
、
一叶有
一

広報ごしょがわら

と
に
よ
っ
て
、
山
の
ト八
人
と
し

て
村
会
の
-
日
に
な
る
わ
け
で

す
が
、
こ
の
小
に
は
脱
に
夫
社

会
に
む

い
て
行
引
に
附
ん
で

い

る
人
、
大
…一，r
な
ど
で
勉
泊
し
て

い
る
入
、
様
々
だ
と
川
心い
ま
す

松山必
は、

以
か
い
愛
情
を
受
け

て
成
長
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
、

川
熱
と
行
耐
力
で
凶
必

っ
て
行

ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
で
、
日私
山け
で
は
ご
ざ

い
ま

す
が
、
子
供
が
好
者一で
小
さ
い

一凶
か
-勺
似
り
に
な
る
の
が
少
で
、

一川
大
の
保
行
利
に
人
…
下
し
保
吋

日 、11;11比4年(1992{f)2月 1" 

鳴海靖子さん

(飯詰)

の
勉
品
川
弁
じ
て
い
ま
す
。
保
吋

だ
か
ら

f
川
いと
前
一
人
で
い
れ
ば

い
い
の
だ
と
思
い
、
勉
強
七
本

外
犯
だ
ろ
う
と
思

っ
て

い
た
の

丹
、

.f
ド
、

-
ド
l
ま

m
A川主
・巾J

，
，
勺
'
'

ノt
i
s-
't--
rト』
'

e
H

，，‘.
ヲ，

り
で
と
て
私
大
変
で
し
た
。

な
職

γ
つ
け
る
ん
だ
か
ら
、
つ

ら
く
て
も
れ
分
の
た
め
に
な
る

か
ら
が
ん
ば
れ
」
と
。
ね
は
、

日
が
党
め
ま
し
た
む
い
そ
が
し

い
川…た
か
ら
け
争
そ
む
け
て
い

た
の
で
し
j

う
c

A
-
年
に
な
り
、

即
論
よ
り
だ

刊
の
々
が
多
く
な
り
、
山χ
門
先

の
子
供
述
は
け
が
1
ラ
L
7
さ

サ
て
「
先
午
、
先
生
」
レ〈似
の

一川
に
米
て
い
ろ
い
ろ
な
治
会
し

て
く
れ
ま
し
れ
'

川
凶
行
凶

・
幼
村
山

γ
そ
れ
ぞ

れ-二
週
間
と
制
か
い
夫
門
で
し

た
が
、
一子
校
で
は
乍
べ
な
い
引

争
い
ろ
い
ろ
乍
べ
た
し
、
逆
に

子
供
述
か
一
勺
予
ん
だ
り
、
と
で

乞
い
い
体
験

・
勉
強
に
な
っ
た

と
思

い
ま
す
。

作
か
ら
似
吋
職
に
つ
く
の
で

す
が
、
い
つ
ま
で
も

f
供
述
か

ら
好
か
れ
る
よ
う
な
J
派
な
保

行
行
に
な
り
た
い
と
川
心
ソ
て
い

ま
1
。

ま
だ…
下
小
で
、
社
会
の
厳
し

さ
は
わ
か
り
ま
せ
ん

--
ト
必

芥
迎
え
た
今
、
ま
だ
ま
だ
大
人

と
し
て
の
れ
党
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
日日
の
よ
き
刊
を
忘
れ
ず
、

今-
卜

-
叶
一
紀
存
汗
ι
けれう
社
会
人

'yzL
し
て
、
H
H
任
と
れ
党
を
作

っ

て
こ
れ
か
ら
の
人
情
合
歩
ん
で

行
者
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

漆川獅子踊保存会による祝舞

三
道
会
館
で

鏡

閲

き

:
一道
(

J

中市
近

・
剣
道

・
いJ
辺
)

の
鈍
聞
き
が
.
川
卜
--
1
、
ぃm

b
k
J
ι
u
k
j
u
?

r
、，
I
、
F

・
'k
i

、ー

、川
ノー
台
れ寸
'f
J
，1
1

什い

9
7
小
心

γ
約
fH
-八
卜
人
が
八
ノ
作

の
村
進
手
伺
い
九
日
い
ま
し
た
。

初
め
に
、
今
作
の
卜
ぃ述
と
い昨

市什
全
折
J

て
川
下
が
行
わ
れ
、

村、仁
の
む
は
ら

い
が
叉
け
た
あ

と
、
づ
道
の
特
別
州
、武
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

続

い
で
、
件
道
山川
ド
分
か
れ

て
初
け
い
こ

剣

道

均
で
け
、

f
mた
ち
が
%
、
さ
詐
れ
の
・f
epu

サ
ず、

ハバ
介
い
存
込
め
て
竹
刀

存
振

っ
て

い
ま
し
た
3

こ
の
あ
'f
、
んL
Hで
作
り
た

て
の
む
汁
粉
に
斤
却
す
打

っ
て

い
ま
し
た
。

弓道の特別演武を行う尾崎明大3段



善
意
の
花
か
ご
 

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
 

＠
老
人
ホ
ー

ム
「
く
る
み

園
」
 
へ
 

o
創
価
学
会
五
所

川
原
本

部

H
凧
絵
（
縦
二
、
八
冒
、
横
二
八

冒
）
 

多
様
な

技
に
挑

戦

H
 

ー
第
十
回
市
内
小
学
校
 

な
わ
と
び
競
技
大
会

ー
 

第
十
回
市

内
小

学
校
な
わ
と

び
競
技
大
会
が
一

月
十
一

日
、
 

市
民
体
育
館
に
十
五
校
、

約
一

千
三
百
人
の
児
童
が
参
加
し

て

行
わ
れ
、

父
兄
た
ち

の
熱

い
声

援
を

受
け

て
い
ま
し
た
。
 

競
技
は
第
一
部

（
二重
と
び
 

・

時
間

と
び
）
の
予

選
と
、
第

一
一部

の
チ
ャ

レ

ン
ジ

タ
イ
ム
 

（
あ
や
と
び

・
サ
イ
ド

ク
ロ
ス
 

・

交
差
前

回
し
と
び
）
、
第
三

部
の
決
勝
に

わ
た
っ

て
行
わ
れ
、
 

高
度
な
技
に

挑
戦
し

て
い
ま
し

た
。
 

●測量等表測量誓建設ョ呈 
蒔供給業者登録受付寿 ンサルタり外 

r
 

平成 4 年（1992年）2 月1日 広報ごしょがわら 	 （第752号）⑥ 

   

軽快に跳ねる児童たち 

市では、 平成 4年度に市力移郵主するエ事等の入札に参加を希望する業者の申請書を受付い 

たしますので、 次により手続きをしてください。 

◆受付期間 平成 4 年2 月 1 日から平成 4 年 2 月29日まで 

◆受付場所 財政課契糸勺調達係 

◆提出書類 I欠のとおり 

◆受付期間 平成 4 ノ 

◆受付場所 財政課＝ 

◆提出書類 I欠のと； 

測量等（測量・建設コンサルタント等） 
	

物品 等（役務の提供を含む） 建 設 工 事 

一般競争（指名競争）入札参加資格審査申
請書（建設省統一様式） 

経営事項審査結果通知書（建設業法第27条
の23に規定されている経営に関する客観的
事項の審査を終了したもの。ただし，平成 3 
年度中にこの審査を終了したものに限る。） 

建設業許可証明書 

※納税証明書 

営業所一覧表 

工事経歴書 

技術者経歴書 

営業用機械器具調書

身分証明書（個人） 

登記簿謄本（法人） 

営業証明書（個人） 

主要取引金融機関名

委任状 

使用印鑑届  

一般競争（指名競争）入札参加資格審査申
請書（測量・建設コンサルタント等）（建設 
省統一様式） 

登録証明書等 

※納税証明書 

営業所・覧表 

営業経歴書 

技術者経歴書 

測量等実績調書 

財務諸表 

身分証明書（個人） 

登記簿謄本（法人） 

営業証明書（個人） 

主要取引金融機関名 

委任状 

使用印鑑届  

物品等一般競争（指名競争）入札参加資格
審査申請書（市独自様式）（申請用紙は、財
政課にあります） 

※納税証明書 

身分証明書（個人） 

営業証明書（個人） 

登記簿謄本（法人） 

財務諸表 

代理店及び特約店証明書 

委任状 

使用印鑑届 

物品等供給業者カード 

営業に必要な資格等の写し（有資格者又は
事業登録証明書など） 

（注） 書類の不備なものについては、 

受付いたしませんので留意して

ください。 
消費税法における課税事業者又は免税事業者届書（市内業者のみ） 
（様式は、財政課にありますが各自で適宜作成してもかまいません。） 

※納税証明書 1 本店が市内にある法人については、 	なお、詳しいことは、財政課契約調達係 

代表者個人の納税証明書も添付すること。 
	 [TEL3 5-2 1 1 1番（内線330番）〕 

2 支店及び営業所等が市内にある業者について 
	

へお問い合わせくださいっ 

は、市の納税証明書も添付すること。 

(第752号)@

第
十
川
市
内
小
学
校
な
わ
と
・
時
間
と
び
)
の
予
選
と
、
第

び
競
技
大
会
が
一
月
ト

一
一
円
、
-
-
部
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム

市
民
体
育
館
に
卜
五
校
、
約
-

(
あ
や
と
び

・
サ
イ
ド
ク
ロ
ス

千
二
百
人
の
児
設
が
参
加
し
て

・
」父母宅
前
向
し
と
び
)
、
第
7

・

行
わ
れ
、
父
兄
た
ち
の
熱
い
戸
部
の
決
勝
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、

援

を

受

け

て

い

ま

し

た

。

日

日川
皮
な
技
に
挑
戦
し
て
い
ま
し

競
技
は
第
.
部
(
・
4

南

と

び

た

。

'f
J
 

4 
5古存
と市干宣

言尽 iこ
宅金挑
会以戦
I ， ， 

広報ごしょがわら平成4年(1992年)2月1日

善
意
の
花
か
ご

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

。
老
人
ホ
l
ム

「く
る
み
園
」
へ

O
創
価
学
会
五
所
川
原
本
部
川
凧
絵
(
縦
二
、
八
灯
、
横

一
、
八
日
い
) 軽快に跳ねる児童たち

市では、平成 4年度に市が発注する工事等の入札に参加を希望する業者の申請書を受付い

たしますので、次に より手車売きをして ください。

・受付期間 平成4イド 2)j1 11から、恥，J(:4 '1主2)J2911まで

・受付場所 財政課契約調達係

・提出書類 次のとおり

物品等(役務の従供を合む)

({t) ，If，煩の不備なものについては‘

受付いたしませんので留意して

ください。

物品̂.lf. .般競午 (mr，競争)入札参加資材干
'詐ft: 1 ド諸，'~ (r削虫iI傑式)(q，治用紙は、財
政課にあります)

※納悦，liEf~1 ，'} 

身分説明，ヰ(倒人)

'託業J正明，'F(例人)

登記簿謄本(法人)

財務諸表

fi:f1llJ，1f放ひ特約J前，HVI，'}
委任状

1吏!MI'I!鑑J，r;
物品等供給~行カード

常業に必要な資材4等の'与し UH寄付4高又は
' I(~登録説明 I f}なと)

抑1!;t'i宇(1<<11!，( . ij!，没コンサノレタント等)

ー向主競争(!i'i名競ノit) 人札参加l資棉寝1UP
r1f~i i I~ (洲九(. ij!，没コンサノレタント等)(I:Il，没

'(1'統 ー機x¥:l

1主主北，)，[1リJ.lf咋

※納税J1Ef~1 ，作

't:~' 業所 J覧表

悦業経}能川

技術-/'i経燃/:-:

iJtlI !，(等実*J7調 .I}

財務，11'i}<

身分証IVI/~ (側人)

枝記簿謄本(法人)

常業説明，'~ (側人)

1:要1&'JI金融機関1'，

委任状

i主!日印鐙J，t;

ー般競争(指名競争)入札参加I~桃案作" ，
J古，守(建設す{統ー係式)

経伝 'Iï項審1i'結果通知、作(ill，没 ~tt第27条
の23に規定されている経常に I~Iする存観的

事項の審ftを終「したものただし.杓戊3
年度中にこの審査を終了したものに|取る)

ij!設業汗可証明、与

※納税証明，_ft

常業所 一覧表

仁'If経歴、与

技術者経歴、1:-:

常業用機械総.w・ 1淵，'~

身分証明，!，t:(倒人)

登記簿謄本(法人)

，~r; うI'iJJE s}I ，t~ (個人)

主要取引金融機関名

委任状

使用印鑑届

B没建

I向貸税法における課税事業再 Xは免税 ' lï~1可rM; ，'} (dil付業J干のみ)
(隊式は、財政課にありますが各 1'1で適'1'，作成してもかまいません。)

なお、詳しいことは、財政課契約調達係

(TEL 3 5 -2 1 1 1香 (内線330番))

へお問い合わせください

※納税証明，I? 1本j百が市内にある法人については、

代表宥個人の納税証明 Ir~ も添付すること 。

2 支府及び常業所等が市内にある業f号について

は、 I朽の納税証明占も添付すること。
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私
の
風
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昭
 

三
さ
ん
 

（
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こしよがわら 、 
冬フェスティバル 
・とき 2鼻 9か11資 
・ところ 菊ケ丘運動公園

市民文化会館 

参加者大をl集‘夢” 

1 月24日書 P● 3、00迄 

L―通信制の課程生徒募集 
県立弘前高等学校 

平成 4 年（1992年）2 月 1日 
	

広報ごしょがわら 
	

（第752号）⑧ 

NHK学郵の 
通信教育で勉学を！！ー 

NHK学園では、平成 4 年度の高等学校の生 

徒と専攻科の学生を募集しています。 

▽高等学校 普通恥にコース （通信教育） 

三年間の学習で高卒資格が取得できます。 

申込受付 2 月 1 日～一 4 月 15日 

×7高等学校 選科生コース （通信教育） 

希望科目を学習して、単位が取得できます。 

申込受付 2 月 1 日～ 4 月 15日 

~ ▽高等学校 専攻科（コ ミュニティ‘スクール） 

社会福祉コース 

高校卒業後、 2 年間の学習で 「NHK学園福 

ネ止ボランティ ア」 の認定資格が得られます。 

申込受付 2 月 1 日～ 4 月 5 日 

☆詳しい案内書（無料） をご希望の方は、 

〒 186-01 東京都国立市富士見台 2 一 36 

NHK学園8E 12 係に、 コース名才三了よびあ 

なたの郵便番号、住所、氏名、電話番号をハ 

ガキに記入してご請求ください。 

廿 (0425) 72-3 1 5 1 （代表） 

クボタ民謡お国めぐり 
（青森テレビ収録） 

レ日時 2 月 ll日 午前10時 

）会場 旧平山家 

（市内、菊ケ丘運動公園内） 

D放送日 （A TV) 
2 月29日 12時～12時30分 

第22IJ旨gレ凸愛貿D局

書り園呂矛可UI7 
日時 平J5;4 年 2 月 9 日～ 1 1 日 

場所 菊ケ丘運動公園・市民文化会館 

イベント 

2月9日（日）午前 10●寺 

⑨歌謡・民謡・手踊り王座決定戦 

会場 市民文化会館 

く》五所川原津軽凧揚げ大会 三好グラン ド 

2月10日月）午後6時 

⑨かがり火コンサー ト 

2月11日吹う午前9時 

⑨第 2 回岩木川リバーサイ ドスキーマラソン 

⑨第 2 回雪上ソフ トバレーン」ミ”ール大会 

く》第 1 回雪上マウンテンバイ ククロスカン ト 

リーレース 	会場 菊ケ丘運動公園 

⑥雪上陣取り合戦 会場 菊ケ丘運動公園

主催 五所川原市観光協会 

〇自宅と日曜スクーリ ングで喝を習し、規定の単 

位を修得しますと、高校卒業の資格が得られ 

ます 

〇職業・年齢に関係なく学べます。 

〇全日制、定時制で取得した単位を生かし、該 

当する学年へ、転入・編入ができます。 

〇希望する科目だけを履修する 「科目受講」 の 

制度もあります。 

〇一般の方で、子供さん （就学前） のいらっし 

ゃる方のために託児室もあります。 

レ出願期限 3 月 4 日～ 4 月 6 日 

レ出願先と間い合せ 

弘前市新寺町1-1 

県立弘前高等学校通信制 云01 7213319424 

申冒．園切回目固圏貿助臼切日 

45歳以上の雇用保険被保険者で、労働大臣の

指定した教育訓練の講座（中小企業診断士、税

理士、宅地建物取引主任者、 1 ・2 級建築士） 

等の、通信制を受講し、修了した方に対して助

成するもので・す。 .45歳～50歳未満（入学金＋

受講恥＋×士） 5 万円まで’● 50歳」こIト（入学金＋

受講料×＋) 10万円まて冬 

レ間い合せ 雇用促進事業団青森雇用促進セン

ター か0177-77- 1234 

三好グラン ド 

会場 菊ケ丘運動公園 菊ケ丘運動公園 

ン 

云01 72-33-9424 

平成4年(1992年)2月1日 広報ごしょがわら (第752号)@)

. l. U 

iNHK学園の | 

」一一 通信教育で勉学を!!J
NHK学問では、平成 4年度の高等学校のメh

f走と専攻科の学生を募集しています。

マ高等学校 普通科コース (通信教育)

六年間の学習で高卒資栴 が取 得できます0

I~l込受付 2月 lR-4Jl15日

マ高等学校 選科生コース (通信教育)

希宅科 目を学胃して、単位が取得できます。

巾込受付 2月 11-1-4 JJ 1 5円

マ高等学校 専攻科 (コミュニティ ・スクール)

社会福祉コース

布校卒業後、 2年 間の学科で rNH 1く学:間柄

祉ボランティア」の認定資栴 が得られます。

巾込受付 2月 l円-4円 5n 
女詳しい案内許(無料)をご希望の方は、

干 186-01 東 京都国守一市 市 |で見台 2-3 6 

NHlく学悶 8E12係に、 コース名およびあ

なたの郵便帯号、住所、氏名、電話帯号をハ

ガキに記入しでご請求ください。

宮 (0425) 72-3151 (代表)

クボタ民謡お固めぐり
(青森テレビ収録)

t>日時 2 JCJ 1 1 1-1 午前 10時

c>会場 川平111家

(市内、 菊ケ斤ー運動公閲内)

c>放送日 (ATV) 

2月29il 12H年-1211拘O分

第22回gC1:?&l1芦(D@

@2J2b~伊c:8D~Llb 
臼時平成 4 年 2 月 9 日 ~ 1 1日

場所 菊ケ丘運動公 園・市民文化会館

区"'-":/日
2月 9目(日)午前 10時

。歌謡 ・民謡・手踊り王座決定戦

会場 市民文化会館

。冗所川原搾軒凧掲げ大会 三 好夕、ランド

2月10目(月)午後6時

。かがり火コンサート

会場菊ケ丘運動公開

2月11日(火)午前9時

。第 2同府 木川 リバーサイドスキーマラソン

@第 21司で 1-:ソフトバレーボール大会

。第 l同'考 トーマウンテンバイククロスカント

リーレース 会場菊ケ丘運動公閑

。苛 k陣取り合 iii長 会場菊ケ丘運動公開

主催 冗所川原市観光協会

仁 県立弘前高等学校 | 

通信制の課程生徒募集」
0 向宅と 円昭スクーリングで学脅し、上見定の単

位を修得しますと、高校卒業の資絡が得られ

ます

0 職業 ・年齢 に関係なく学べます。

0全日制、定H~予御代、取得した単位を生か し 、該

当する学年へ、転入 ・編入ができます。

0希望する科円だけを履修する「科同受講」の

制度もあります。

0一般の万で、子供さん(就学前)のいら っし

やる )Jのために託児室もあります。

c>出願期限 3円 411-4月 6n 
c>出願先 と問い合せ

弘前市新寺11IT1 - 1 

県、工弘前日待宇中交通信制 宮 0172-33-9424

| 申冒tJ [])w~w8[3~~0明日
45歳以 1-:の雇用保険被保険拘で、労働大同の

桁定した教育訓練の滑I"'̂-(中小企業診断寸で、税
問 寸士、宅地 建物取引主任者、 1 . 2級建築寸て)

等の、通信骨;11を受講し、修了した方に付して助

成するものです。 ・45歳 -50歳未満(入学全+

受講料×す) 5万円 まで・50歳以 |て(入学全+
受講料 〉くす) 1 0万円 まで

c>問い合せ 原用促 進 事 業同汗森属用促進セン

タ- ft0177 -77 -1234 



⑨平成 4 年（1992年）2 月 1日 	 広報ごしょがわら 	 （第752号） 

二平成 4年度奨学生を募集 
―財団法人五所川原市教育振興会 

教育振興会では、 次の要領により耳'-1戎 4 年度 

の奨学生を募集します。 

希望する人は、在学して-I'、る学校を経て市教 

育委員会総務課へお申し込みください。 

）募集期間 平成 4 年 2 月 1日～2 月29日まで 

ン応募資格 次のすべてに該当する人とします。 

D平成 4 年4 月に高等学校または大学に入学晃玉 

望の人 

②人物、！学！業ともに優秀で、かつ健康であるが 

著しく学資の支弁が困難と認められる人 

、③市内に在住している人 

@）過去 3か年の全教科の平均成績が3.5点（ 5段 

階評価）以上の人 

）貸与金額 

①高等学校ー公，私立とも入学金および授業料 

相当額（在学期間） 

②）大学一公、私立とも入学支度金として40万円 

を限度とする。 

）返還方法 

①高等学校一卒業の翌年から、」寿学金を受けた 

期間の倍の期間以内。 

②大学一卒業の翌月から 6 か月経過後、就学期 

問の倍の期間以内。 

平成4年 
合同除厄祈願祭（案内） 

ン対象者 

男 （昭和26年 4 月 2 日へH沼和27年 4 月 1 日生 

れの方） 

女（昭和35年 4 月 2 日～昭和36年 4 月 1 日生 

れの方） 

＞日時 2 月16日（日） 午後 'U寺 

）場所 五所川原市叫I央公民館 

ン会費 男l0,000「月 女9,000円（但し祈願だけ 

の方‘ま，6,000円） 

ン案内 対象者へは別途郵便で案内しておりま 

す二J （案内の無い方、 市外の方でも， 希望さ 

才しる方は、 下記までお問い合せ下さい） 

＞受付期間 2 月 5 日（水）まて二’ 

＞申し込み方法 振込み依頼書にて、指定銀行 

口座宛お振 V）込み下さい。 

青森銀行五所川原支店 普通No 695238 

実行委員長 尾崎γ享 - 胃 35--1305 

）問い合せ 高橋茂文 胃34-3436 

館山魔樹 雪35-8331 

木村良蔵 雪34-2359 

木村一友行 雪35-21 11（内線249) 

対馬サツェ容35-2111（内線282) 

〈第16回〉 

ちびっこ」架険学校 
（小学校3年生以上） 

ョロン島鹿児島県大島郡与論町 

0@0G回O〇流 
1992年 3 月25日（水）-'-4 月 1 日（水） 

＞内容 0イカダを作ってさんご礁の海へ 

0さとうきびからさとうをつくろう 

〇島内探険、 ハーレー船大会、 そのイ也 

ン申し込み締切り 3 月 7 日（土） 

＞問い合せ （財）国際青少年研修協会 

, 

, 

ン間い合せ 市教育委員会総務課（内線293) 9 160 東京都新宿区氾ョ谷2-11メ才寸ビソレ 3F皆 

一平成4年度学生募集 
" (03 ) 3359-8421 

青森県立青森高等技術専門校 交通安全は家庭から 
募集コース 期間 応募資格 募集人員 願書受付期間 

建設施工管理科 2 年 
高 	卒 

若干名 

平成 4 年 
1月 6 日 

平成 4年 
3月 9 日 

電 子 機 器 科 1年 
（見込み） 

以 	上 
インテリア・サービス科 1年 

建設機械整備科 1年 

工 業 整 備 科 2 年 中 	卒 

（見込み） 
以 	上 

造 	園 	科 1年 

縫 	製 	科 6ケ月 

＞間い合せ 青森市野尻字今田43-1 青森県立青

森高等技術専門校”0177-38-5727訓練課まて了 

変週窃故認観 
（平成4 年1月20日現在） 

五所JII原市交通安全対策協議会 

県 内 五所川原市管内 
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一
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 ( ） 内は前年対且二 

シートベルト しめる心が身を守る 

⑨ 平成4年(1992年)2月1日 広報ごしょがわら (第752号)

し平成4年度奨学生を募集」
一財団法人五所川原市教育振興会一

教育振興会では、 次の要領により平成4年度

の奨学生を募集します。

希望する人は、子正予しているγ:校を経て市教

育委員会総務課へお申し込みください。

じ〉募集期間 平成4年 2月 1Fl ~ 2月29卜lまで

[>応募資格 次のすべてに該当する人とします。

3平成4年 4月に高等学校または大学に入学志
望の人

g)人物、学業ともに優秀で、かっ健康で・あるが

著しく学資の支弁が困難と認められる人

~市内に在住している人

④ 過去 3か年の全教科の平均成績が3.5点 (5段

階評価)以上の人

[>貸与金額

① 高等学校一 公.広立とも入学金および授業料

相 当額(在学期間)

② 大学一 公、私立とも入学支度金として40万円

を限度とする。

[>返還方法

ぐD高等学校一卒業の翌年から、焚学金を受けた
期間の惜の期間以内。

@ 大学ー 卒業の翌月から 6か月経過後、就学期

聞の倍の期間以内。

仁〉問い合せ 市教育委員会総務課(内線293)

L平成4年度学生募集 」
森県立青森高等技術専門校

募集コース |期間|応募資制募集人員 |願舟受付期間

連設施工管理 科12年|
高卒『 目

電子 機器科11年| | |平成4年
(見込み)I I ; R C 口

インテリアサービス科1 1年|川 上 1 1月 6日

連設機械整備科1 1年|小 」|若 F名

工業 整備科12年 |中 本I I、le成4年
遊 園 科11年 I(見込み)1 1 3月9f~ 
縫製科16ヶ月 l以上

じ〉問い合せ 青森市野尻字今旧43 1 青森県、乞脊

森高等技術専門校宮 017738 5727訓練課まで

平成4年
巨司自全F寄金民宿直鐙2 r喧~"*官、

ロ IQJPホI~宵TI~県刀τ に河ミnJ)

[>対象者

リ'J (11{~ .fu 26午 4)J2 11 ~昭和27年 4 月 1 H生

オもぴコ)j)

[，z' (II!{杓135"1"<1 )J 2 11 ~1If{和36 {!'- 4 )cj 1 11 ノ I~

れの);)

じ〉 日目寺 2)J 1611 (11) 〆|後 111キ

仁〉場所 ": I~rJII }J;(rlj 'l'央公民館

[>会費 リJIO.U()()川 久'9，OOOI'J (帆し祈!尉だけ

ぴ));1ま‘ 6，OOO/'J)

[>案内 対象IJ'へ は別途郵便で本!人jしておりま

す (案内の見咲いJi. 市外のかでも.希唱さ

れる )jは 、 ド，i己までお/11l1t、f干せ卜.さレ、)

じ〉受付期間 :2 11 .s 11 (木)まで
じ〉申 し込み方法 ~'b{込み{火相 JF にで、指定銀行

1 1 H'.'iliわ-tM~)込み 1" さ1， ' 0

t手森銀行 Ji.1州 I/J以文111j 時.i.!flNo695238 

実行委員長ー 尼崎淳ー 宮 35 1305 

[>問い合せ 尚橋茂文一 宮343436 

fti白flll)資結す 宏量358331 

木村良雄 官 342359 

木村友行 宮 352111 (内線249)

対馬サツエ宮 352111 (内線282)

〈第16囲〉

ちびっこ探険学絞
(小学校3年生以上)

ヨロン島鹿児島県大島郡与論町

@@@8@~eG 
1992年 3 月 25 日 (水)~ 4 月 1 日(水)

じ〉内容 0イカダを作ってさんご礁の海へ

0 さとうきびからさとうをつくろう

0 ，1白内探険、ハー レー船大会、その他

[>申し込み締切り 3)cj 7日(七)

仁〉問い合せ (財)/羽際占少年研修協会

〒160東京郎新宿|ズ阿谷2 11大村ビル 3階

窓 (03) 3359 8421 

交通安全は家庭から

県 内 五所川原市管内

発生
340 1 3 
(-58) (+ 1) 

死者
3 。
(-3) 0) 

傷者
4 2 7 1 5 
(-7 6) (十 1)

ンートベルトしめる心が身を守る一一一



みんなの健康教室 
＞日 時 

2月28日（金）午後 1時 

）場 所 

市保健センター 

＞講 師 

冨田重照先生（冨田胃腸科内科医院長 j 

Dテーマ うんこのはなし（下血を中心に） 

）主 催 北五医師会・市保健協議会 

生活講座受講生募集 
働く婦人の家 

ひな祭り料理教室~ 
もうすぐ楽しいひな祭りです。多数の

参加をお待らしています。 

＞日時 2 月20日（木）午後 6時30分～8時30分 

2 月21日（金）午前 9時30分～11時30分 

＞募集人員 どちらも20名 

＞対象の方 市内に住所，または勤務先を有する婦人 

＞締切日 先着順で定員になり次第締切ります 

ン受講料 無料（材料代は各自負担願います） 

）申し込み及び問い合わせ先 

新町働く婦人の家（でんわ 35-8898) 

期 日 

2 月21日 

（金） 

平成 4 年（1992年）2 月1日 	 広報ごしょがわら 	 （第752号）⑩ 

ほけんだより 市役所 35-2111 

~この欄の問い合せ 

~ 	保健環境課 （内線268・ 272) 	」 

好評ですノ 

からだにやさしい
血葉成分献血 

人の命を救う 
「愛の献血」にご協力を．ノ 

期 日 時 	間 場 	所 

2月 6 日 

（木） 

午前10時から 

正午まで 
栄町県合同庁舎前 

午後 1時から 

午後 4時まで 
西北中央病院前 

2月21日 

（金） 

午前10時から 

午前11時30分まで 

コミュニテイセンター 

し き し ま 前 

午後 0時30分から 

午後 2時30分まで 

東 北 電 力 

五所川原営業所前 

午後 3時から 

午後 4時まで 

五所川原温泉 

ホ テ ル 前 

この献血を体験した方は、「体への負担が軽く

気軽にできる」 と好評て三ナ。尚、 この献血は30 

分かかりますマ）て；予糸勺制になっています。 

献血できる方は、保健環境課までご連絡して

下さい。 

時 間 場 所 

午前10時から 東 北 電 力

午後 3時まで 五所川原営業所会議室 

赤十字社員増強運動に 

 

ご協力をお願いします．ノ 
日赤五所川原市地区 

  

日本赤十字社は、事業の趣旨に協賛する社員 

の拠出金と寄イ寸金によってまかなわれています。 

本年も 2月 1日から、 県内一斉に社員の増強 

運動がはじまります。 

近く、皆さんのご家庭に奉仕者がお伺いしま 

すので、 1世帯1人は社員になり赤十字事業に 

ご協力をお願いします。 

ン社員の種類 

①一般社員一毎年500円以上 

②銀色特別社員一毎年1 ,000円以上 

③金色特別社員一毎年3,000円以上（銀色特別社 

員完了の人は毎年2,000円） 

④銀色有功章社員一200,000円以上（ 3 年払いて二  

も可） 

⑤金色有功章社員一500,000円以上（ 3 年払いで 

も可） 

ン主な事業 

①国際活動（大災害などでの援助活動） 

②災害救護活動（国内の災害での救護活動D 

③医療活動（大災害時の医療救護活動） 

④血液事業（血液を必要とするときの供給） 

⑤救急法、水上安全法、家庭看護法の講習 

⑥青少年赤十字（こども赤十字） 

⑦赤十字奉仕団（災害時の救護やボランティア 

活動） 

＞問い合せ 市福祖二事務所（内線295) 

平成4年(1992年)2月1日 広報ごしょがわら (第752号)⑩

;ほけんだより市役所 3M111j
jこの欄の問い合せ j 
保健環境課(内線268・272)

人の命を救う
「愛の献血J にご協力を/
期日 l侍 /1月 場 所

午前10時から
栄sI[県合同庁舎liii

2月6日 A午まで

(木) 午後 111寺から

午後411寺まで
西 ~t 中央病院 1m

午前10時から コミュニティセンター

午前11時30分まで しきしま前

2月21日 午後O時30分から 東 ~t ilJ: )J 

(金) 午後2時30分まで 五所川原常業所前

午後311寺から 五所川原温泉

午後411寺まで ホ ア ノレ 前

みんなの健康教室
[>日時

2月28日(金)午後111年

[>場所

市保健センタ-

[>講師

冨田重照先生(冨田胃腸科内科医院長)

[>テーマ うんこのはなし(下血を中心に)

[>主催 北五医師会 ・市保健協議会

好評ですf
からだにやさしい
血紫成分献血

この献血を体験した方は、「体への負担が嵯く

気峰にできるJ と好評です。 尚、この献血は30

分かかりますので予約制になっています。

献血で、きる万は、保健環境課までご連絡して

下さい。

時 /ljJ 場 所

午前10時から |東 北 電 力

午後3時まで |五所川原常業所会議宅

生活講座受講生募集
働く婦人の家

|ひな祭り料理教室|
ちうすぐ楽しいひな祭りです。 多数の

参加をお待ちしています。

じ〉日時 2 月 20日(木)午後 6時30分~8時30分

2月21il (金)午前 91侍30分~11時30分

[>募集人員 どちらも 20名

[>対象の方 市内に住所，または勤務先を有する婦人

[>締切目 先着順で定員になり次第締切ります

じ〉受講料 無料(材料代は各自負担願います)

[>申し込み及び問い合わせ先

:ifr町働く婦人の家(でんわ 35守8898)

赤十字社員増強運動にご協力をお願いします/

日本赤十字社は、事業の趣旨に協賛する社員

の拠出金と寄付金によ ってまかなわれています。

本年も 2月 1日から、県内一斉に社員の増強

運動がはじまります。

近く、皆さんのご家庭に奉仕者がお伺いしま

すので、 1世 帯 1人は社員にな り赤十字事業に

ご協力をお願いします。

じ〉社員の種類

①一般社員一毎年500円以上

②銀色特別社員一毎年1，000円以上

③ 金色特別社員 一毎年3，000円以上(銀色特別社

員完 了の人は毎年2，000円)

④ 銀色有功章社員一200，000円以上 (3年払いで

日赤五所川原市地区ーー
も百J)

⑤ 金色有功車社員 500，000円以上(3年払いで

も百1)

仁〉主な事業

① 国際活動(大災害などでの援助活動)

② 災害救護活動(国内の災害での救護活動)

③ 医療活動 (大災害時の医療救護活動)

④ 血 液事業(血液を必要とするときの供給)

⑤教急法、水ヒ安全法、家庭看護法の講習

⑤ 青少年赤十字にども赤十字)

⑦ 赤卜字奉仕団(災害時の救護やボラ ンティア

活動)

仁〉問い合せ 市福祉事務所(内線295)
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